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第１回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第４問⑵カキ、クケ

日常生活の場面設定において数学的に考察する問題で、各学力層で差がついた

第４問⑵ カキ

正解率 50.6％
SS65～70 91.3％
SS60～65 84.2％
SS55～60 72.2％
SS50～55 57.6％
SS45～50 42.6％

数学Ⅰ・Ａ

2022年度第１回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「数学Ⅰ・A」
受験者数： 274,952人
平均点： 46.8点
標準偏差： 21.5

第４問⑵ クケ

正解率 43.3％
SS6５～７０ 86.0％
SS６０～6５ 74.0％
SS5５～６０ 58.6％
SS50～55 44.2％
SS45～50 32．9％

【出典】 問題・集計結果データともに、2022年度「第１回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。

カキ：１８ クケ：１２
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第４問⑵の［カキ］、［クケ］は、180枚のビスケットを余らないように子どもに配ると
いう場面において、子どもの人数が何通りになるかを数学的に考察する問題です。
⑴の結果を用いて日常生活の事象を数学的にとらえることができるかどうかで、各
学力層で差がつきました。［カキ］を数学的にとらえると、⑴の180の正の約数の個
数を考えることになり、［エオ］と同じですが、［エオ］の正解率61.2%に対し
［カキ］の正解率は50.6%となっています。さらに「人数が偶数」という条件が追加
された［クケ］の正解率は43.3%とさらに下がっています。日常生活の事象を正確
に数学化する力が十分に身についていないことがわかります。

整数に関する基礎的な定義、定理、解法は定着してきていますが、それらを日常生
活の場面で用いる力(数学化する力) については意識して身につけていく必要があ
ります。
共通テストでも、さまざまな分野で日常生活の場面設定で数学的に考察する力が
問われます。
これからの２か月では、日常生活の場面設定の問題に積極的に取り組み、数学化
して考察する練習をして実力を養成していくことが大切になります。
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第４問⑵カキ、クケ

日常生活の場面設定において数学的に考察する問題で、各学力層で差がついた
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実戦形式の類題演習のご提案ページへ

https://www.learn-s.co.jp/com/pdf/pg/info/221028/221028m12.pdf

